ナカイ　リケン　エクジリ　ホンコク　カイセツ by 湯城, 吉信
Osaka University
Title中井履軒『画?』翻刻・解説
Author(s)湯城, 吉信
Citation懐徳堂センター報. 2007 P.49-P.82
Issue Date2007-02-28
Text Versionpublisher
URL http://hdl.handle.net/11094/24398
DOI
Rights
懐徳堂センター報
2007
(大阪大学大学院文学研究科・文学部懐徳堂センター
二
OO
七年二月二八日発行)
中井履軒
『 画 鱗 』
翻刻・解説
【解説】
え〈じり
本稿は、履軒の和文集『画鱗』の翻刻である。
〔 題 意 〕
『画購』の「絹」は「くじる」すなわち「掘り下げる」「探る」の意味
で、注釈書の名前に付けられることが多い。履軒には、動植物の画を描い
さくらちょう
た『左九羅帖』という画帖があ (口絵参照) 『画購』では『左九羅帖』に登場する動植物が順番に解説されている。なお、後に付け足された補編には、画も添えられている。
〔 成 立 年 〕
成立は、享和元年(一八
O
二の「享和辛酉水戸浦所捕河童図」以後で
あると考えられる(以下のテキストの紹介を参照)。その他、履軒が内容的に大いに参照している『毛詩品物図孜 は天明五年(一七八五)刊であり、これ以後の成立であることは確実である。
〔執筆意図〕
履軒が取り上げているのは、名実が希引離していると考えた動植物である
湯
士 口
城
(「様」「黄鳥」「蓬莱山」補編「桂」など)。序文はないが、名実一致を目指すのが本書の執筆目的と言えるであろう。名前を議論対象とするものであるため、多く語源に説き及んでいる。
〔執筆背景〕
履軒は、岡元鳳『毛詩品物図孜』や江村知圭『詩経名物排解』を読んで
いた。履軒が『詩経離題』に記している和名は、基本的に『毛詩品物図孜』によっている。『毛 品物図孜』については、中之島図書館に履軒著『毛詩品物図孜離題』らしきテキスト 現存 (井上了「大阪府立中之島図書館蔵『毛詩品物図孜離題』について」『懐徳堂センター報』二
OO
四)。『詩経名物排解 については、履軒の蔵書目録『天楽楼書籍遺蔵目録』(天保五年(一八三四))に、『毛詩品物図孜』とともに、その名(『詩経名物排解』先生頭書)が見える。『画縞』の内容は、上記の二書に基づく妥当な説が多い。
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〔履軒に独特な説〕
その一方で、既存の名称を用いて名実一致を目指すだけでなく、冒頭の「樺」など、自ら命名を試みている箇所がある(「理花(桜)」「寄生木」「雌
踊」「薬楓」「うつ草(「卯花」改めどなど)。これらの説は、良く言えば
独創的な、悪く言えば独断的なものが多いが、履軒の思考を窺う上で貴重な材料だと言えよう。
〔 テ キ ス ト 〕
関西大学所蔵本(請求記号:の¥色。・合
¥Z H ¥
戸、図書番号:。
E a
苫色、以
下「手稿本」と略称)、大阪府立中之島図書館所蔵本(甲和信円以下「中之島本」と略称)、大阪大学懐徳堂文庫所蔵本(新田文庫
g g
、以下「懐
徳堂本」と略称)が確認できる。
ω
関西大学所蔵本(手稿本)
関西大学所蔵本は手稿本だと思われる。縦二五・
O
畑、横一七・
O
叩。列
帖装。末尾は、二五葉白紙が続いている(内 二葉に、「藻」と「椿」らしき画が貼られている)。同書は、昭和三四年一月二五日、羽倉敬尚氏より同図書館が一三六五
O
円で購入したもので、純貴重書として岩崎美隆文
庫に所蔵されている(『関西大学所蔵岩崎美隆文庫・五弓雪窓 目録』〈関西大学図書館シリーズ第十五輯〉関西大学図書館、一九七六、及び同図書館司書坂本翼氏談に拠る)。同図書館でマイクロフィルム化されている他、中之島図 館 複製がある 同書の末尾には、羽倉敬尚の以下のような識語(貼り紙)がある。
函
購7
本書はえ阪懐徳書院教授中井尻軒(名積徳竹山の弟)の白筆自著にして函も自画と芯はる。棋は携と同意の字なり。卯花函の前、即ち本・えの終「ふかうど」は昼軒幽人自号の尚人を和語にで記せるなり。
羽倉敬尚
中之島図書館所蔵本の所蔵カ
l
ドが「がけい」となっているのは、この識
語に基づくものであろう。その他、一爽板(板帳)には「昭和世三年極月羽倉敬尚」とある。
手稿本である傍証として、先に述べた末尾の白紙と以下に述べる貼り紙
とが挙げられる。末尾の白紙は、おそらくその後の追加のため 準備されたものであったのであろう。末尾部分は補編であり、随時書き足されていく性格のものだからである。貼り紙については以下 三箇所がある。一つは、「樺」 部分の「今の世に・:」以下及び「御寄進」の貼り紙である。もう一つは、「穀」の中の「花かつみ重複削るベし・:」と書かれた部分に「拷 無文字なり・:」が貼られている。さらにもう一つは 「扶桑木」の『日本書紀』の引用(漢文部分)の後の「右 文かみし おちかへりて:・」の上に貼り紙がされている。(この部分は、懐徳堂本では、貸山が削るのは惜しいと述べ 誌を付けて復活している。)
なお、「水蝿」の部分に、中之島本に見える「水戸浦所捕河童図」は挟
まれていない。
その他、手稿本で注目すべきは補編の画の精密さである。履軒がこのよ
うな画を描けたとすれば感服するしかないが、あるいはプロ 画家に依頼したものであるかもし ない。
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ω
中之島図書館所蔵本(中之島本)
〈ららよう
中之島図書館所蔵本は、『左九羅帖』と合冊され 『樺帖』という書名に
なっている(外題『樺帖乾冊』が『左九羅帖』、外題『樺帖坤冊』『画鱗』)。縦二六・五畑、横一九・二四。袋綴本。岡本は、手稿本を敷き
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*以上の翻刻は大阪大学の坂井二三絵氏にご教示いただいた。
また、以下のような識語があり、弘化五年(一火四八)に、天保期の山
片家の当主重信(『懐徳堂|近世大阪の学校』、大阪市立博物館、六
O
頁に
よる)が写した写本であることを確認できる。
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ω
懐徳堂文庫本(懐徳堂本)
縦二九・
O
個、横一九・五叩。列帖装。懐徳堂本は、書き間違いを見せ消
ちせずに「・」をつけて横に訂正している箇所が多数あり、写本であることが確認できる(補編の「楓」の部分にも写す途中の紙が見える)。「扶桑木」の部分に履軒の高弟竹島貸山の注が見えることから、竹島貸山による写本であると考えられる。なお、懐徳堂本『画鱗』補編の画と手稿本の画は似ているが重なりはしない。
本稿は、手稿本を底本にしたが、明らかな誤りと思われる箇所は他のテ
キストにより改めた(【校勘】において明記)。補編の画も手稿本(関西大学所蔵本)のそれを採用した。翻字は、現代通用の仮名・漢字に改め、適宜句読点と濁点を施した。踊り字はかなに改めた。段落は原文による。また書名に『』を、引用部分や名称を問題としている箇所には「」を施した。テキストの違いは【校勘】に示した。また、テキストの説明を〔〕づきで示したところがある。紙幅の関係上、本稿では『画購』の翻刻に校勘を付すにとどめる。『画
崩』の注釈及び内容の詳細な分析については、稿を改め、『杏雨』(武田科学振興財団・杏雨書屋編)に発表する予定である。あわせてご覧い だければ幸いである。
〔 項 目 一 覧 〕
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*項目名の後の数字は、『左九羅帖』への対応を表す数字。
〈 本 編 〉
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〈 補 編 〉
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【翻刻】[項目名の後の『左九羅帖』への対応を表す数字(朱筆)は、懐徳堂本にはない。〕樺
カニパザクラ
一 〔 口 絵 〕
サクラ
カパザクラ
現華
「樺」は世中の「サクラ」の母なりけり。もろこしのむかしよりこの木
の皮をとりて鞍・刀をかざる類いとおほし。薬にもしるしあり。ここにでも東北国におほし。西国にもあり。深山に大木あり。書籍の印板にもちゆる「桜板」てふものは大かたは「樺」なりとかや。わが国の土地によくあひたるにや。変生多し。奈良の都の「八重ザクラ」「山
eサクラ」「糸ザクラ」
「彼岸」などいひわかっはさらなり、其数はしられず。世に「桜」 字を用ゆるはひがごとにこそ。 と「桜桃」といふ木あ 。ちいさき実なる故にや「みどり子の桃」てふ心に 嬰桃」とはじめは書きけらし。後に「木」を加へてけり。されば「桃 はなれては別 「桜」と ふ木はな なり。いかなればこの国にでかかる文字を用ひきにけん。詩賦などに入たる かたはらいたしゃ。
「樺」は総名なるを、とりわきでは「カパザクラ」といふ。「カニパ守サ
クラ」とも ふ。「カパ」の木立、花の う、今の「サクラ かはることすくなし。唯、花の数多からで、 りおとれり いかなれば其子其孫とうまれわかれ るは、ひかりにほひ世にならぶものなし。されば花とだにいへば「サクラ」のこととなりぬ もろこしに 牡丹・海裳にかかるめしありとなん。司馬相如の賦に「華楓梓櫨」といへり 「華」はすなはち「樺」なり。むかしの人さばかりめづる心もなく、また世のすゑをさとり
凋 品
z
p b  
しにもあらぬを、
よくぞ「華」
てふ文字をさだめおきたる。外に
の 「 木 」
文字をたづぬるはあぢきなしゃ。
「海業」もことたがへり。詩賦にも用ゆまじきことにぞ。「サクラ」と
は、この木の本称なれば、すべて大小諸種をあはせていふベし。「カパ」とは「皮」てふ心なるべし。皮の用、わきでよろしきを「カパザクラ」といひ、八重にさくを「ヤヱザクラ」といひ、彼岸会にさくを「ヒガンザクラ」といふ。名と氏と同独のわかちあるがごと 。おしなべていへばみなみなひとつ「サクラ なりけり。「サクラ」す はち「樺」にこそ。〔 以 下 、 「
5
なりとぞ」まで手稿本では貼り紙〕
今の世に「山桜」といふは、里にでわかれたる一種なり。古歌によめる「山桜」にあらず。今、吉野蔵王堂より下麓までの花は里人のうへたる今
の「山桜」なり。まこ の吉野山の「山桜」にあらず。大和の宇多郡山中に白き花の桜おほし。其あたりにては「深山桜」といふ 其色、梨花のごとし。青みさへそひたり。 れぞまこと 吉野の桜なりけり 即 「樺」なるべし。安禅より上、天嶺道と ふあたり も大木の桜 りといふ。談峯より東よきが峯まで一里ばかり道の傍に大木多し。二囲三固な も り。いづれも「様」なるべし。土佐てふふるき画 吉野山をかきたるをみたりしに、みな白花にて赤きにほひはすこしもなし。今様はしからず。筆も世につれてかはれるなるべし。近きころより池田の里のあたり、李をおほく植たり。花の盛 るころ伊丹 里よりながむれば、まこ 雪とのみぞあやまたる。昔の「山桜」もかか ながめと思ひ ら る もし今
$ 
なりせば、人丸が目に雲とは見えがたかるべしゃ。雲一 見、雪 疑ふも、ひたすらに白き故にあらずや。
「山桜」とは別種の名なり。「八重」「彼岸」に対していふ。古歌に出た
るは皆しか 。今の世の「山桜」てふ名とこころはおなじ。「山に咲る桜」といふにはあらず。 にいふ山桜に大木なし。寿も短かしとは里の
「山桜」にあらず。
「山桜」なり。まことの蔵王堂より下に桜を植たるは今より二百齢年前なりとぞ。摂州平野郷の
末吉氏これ植けん人なりとぞ。〔 以 下 、 『
i
兵衛丞殿」まで貼り紙〕
御寄進
桜一万本植置林道作申候。依而御施物青銅百貫文儲ニ請度申候 猶与介殿可有演説
候。以上
天正七年己卯十二月吉日
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々
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々
摂州平野末吉勘兵衛丞殿【 校 勘 】
O
天 ・ : 「 大 」 の は ず 。
O
いふ・:懐徳堂本はこの後に「あり其」がある。
O
見 え : ・ 懐 徳 堂 本 「 み え 」 。
O
演 説 : ・ 懐 徳 堂 本 「 演 舌 」 。
六朝のころ江南に噴翠観といふ道官ありけり。この庭に「理華」といふ
名木あり、よりて観の名ともせしなり。天下に唯ひと木の花なり まこと
の「花」といふにたがはず。花のころは遠近の人つどひ来てめで
に 「 噴 」
いとふるき木にてぞありける。「寝」てふ玉は今いふ璃瑠なめ
り。白きに薄紅をいろどりたり。かの花これに似たるにこそ。惰燭帝の世となりて者のあまりに、この名花をながめんとて、みやこより千鶴里の問、川をほり、道をつくらせけり。前の年よりこのいそぎにて、天が下ゆすりて民のなげきとなれりける。さて春にな て、みゆきなりける。かの川に龍舟をうかべ どしたりけれど、 とはるけき道にしあればやうやう春なかば過るころ観のこな 十里ばかん江都といふ処につきぬ。やが 人を馳て花のやうをとはせ給ひしに、「其あ の日なん盛なるべし」と奏しければ、場帝よろこびて、「旅のつかれはさるこ なれど、か る企を して花の盛におくれなぽいと口惜かるべし。あくる朝の横雲につれて観にいたれ」と勅を下したまひければ、もろもろ つかさづかさゐもねずし いとなみいそぎけるに、この夜、うしみっすぐるころ、遅にそらかきくもり雨うちそそぎて風のおといとおどろおどろしく、「かくては かが」と人みなすこしうちためらふを 場帝気 らちて「何条さることやはあるべき。風神雨師の朕が に道 清むるにこそあなれ い で朕に だをすべき。とく車をいだせよ」と 雨風をつきでかけ出 給ふ 従者などは、ころび、たふれて、あさましきまで ぞありけ 。辰の時ばかりに観 いたりっきぬ。さて其庭には水た へて、泥わきかへり、花はひ ひらもなかりけり。あなあやしと観の道士を しいでて其ゃ たづねたまへば道士謹て奏すらく 「よベの雨風のはげしさなん 魔風 やお すべき。この処にては聞もおよばぬわざなりや。されば夜のまに花はの り く散さぶらひし」と申。燭帝これを聞て逆鱗甚しく「天帝地祇も朕がかかる企 まどひぬ。をしろしめさぬこ はあ じを、こ はりなく朕が一日 遊覧を妨給ふべきやうなし。さては花神こそに けり、天下 唯一木の名花 り 、わが身を思ひあがりて、万乗の天子守 ざむき をかたらひて 朕に一
目見えぬやうにわざとしなしたるぞ、いといとにくきしわざなり。大逆とやいはむ、無道とやせむ。いで、ものみせん。すは、ものども、この木うちきれ」といふ。ほどこそあれ、数百人 つはものども 斧よ鎖よとひしめきて、みかかへもあらん大木を、しばしがほどにきり倒し、枝葉までをあつ て火をかけて灰となしける。これより後、「理花」てふものは世中に絶はてけるとなむ。 かなる花なりとはものに くはしくは見えざりければ力なし。あ 時、ふるき巻物を見た しに 道土の、「噴花」を手折て、手に持たるかたあり。其花も葉もまさしく こもとの「八重桜 なりけり。この花なき国にはかかる花を絵にかきた もあやしく「理」てふ名もうちおきがたしゃ。また、江都は しこの南国にて東のはてなり。わが国の西のは とは波路ほど遠からず 気候 同じければ、草木のうつ わたるも、たがひにすくなからず。されば、いづれより移りしは らねど江都の「理花」と奈良の「八重桜」と またくおなじたね 思ひなりぬ。詩賦などうちつけに桜を「理花」といひ らん 罪 かるべ ゃ。
n b  戸hu
【 校 勘 】
O
た め ら ふ ・ : 懐 徳 堂 本 「 た め ろ ふ 」 。
青烏
青雀
ウグヒス
〔 口 絵 〕
「青烏氏司啓」と『春秋伝』に見えたり。げに立春より鳴烏なれば、司
啓の官に名づけたるもむベなりや。東方朔が「西王母 使 り」といへるもこの青烏なり。唐詩には西王母のことによりでは「青雀」ともいへり。世俗に用ひなれたることにはあれど、詩賦にはこれに「鴛」はひがごとにこそ。
の字を用ゆる
黄鳥
黄
鶴
鴛
倉庚
カウライウグヒス
二〔口絵〕
この国になき烏なれば、図に及ばぬことなれど、ふるくよりよこなまり
来りて、世にまぎること多ければなむ。
海
業
甘
裳
沙業
二〔口絵〕
これも図に及ぱぬものなれど、世にあらぬものを「海業」とよぶ故にな
む 。
いにしへは「業」とのみいひしを、又「甘業」「沙業」とわかちてよぶ。
然れば「海業」も同じく「業」の別種ならん。「海」の字を添たるはいかなるやしらねど、皆古の「業」なりとはし る 。
様
常
様
唐
様
ハネズ
『万葉』に唐様花とかきて「ハネズ」とよみたれば、たしかならねども、此を
和名とすべきにや。「はねず色のあか裳の姿」とつづけたれば、「けし」にはあらじ 。この木に和名なし。近き世 わたり来にけらし。世に「カイダウ」とよ
ぷはあやまりて「海業」の文字を此にあてたる故なるべし。これはひがごとなり。「林檎」「来禽奈」「マルメロクハリン」 どみな「様」の別種と見えたり。これら皆郷俗のよび来れるにて、木の本名にあらず。また、「常様」「唐様」といふも其わかれはあるべけれど、それまではじらず
「リンゴ」といふ、「林檎」の転立固なるべし。「様」の和名とはなしがた
しゃ。かかることをわきまへしれる人、「様」は「ザイフリ」なりといへり。おろかなる心にて、此をあたらずと思ふことは、古詩に「何彼穂失、唐様之華」と見えたり。すぐれて、穂盛華麗の花ならでは此にかなはず。またいふ、「威儀様々、不可選今」。まことに美麗なればこそ、「様」をかりで美人の姿をかたどりけれ。「ザイフリ」にはかかるひかり あらじものを。又いふ、「常様之華、偏其反而」。花の茎長く梨樺のごとしとみゆ。「常様之華、郭不韓々」ともいへり。世にいふ「カイダウ」なれば、みなよくかなへり。薮
カガミグサ
ワノサンキライ
おほく荒野山坂にあり。墳丘の景物にぞ。蔓草にはあらで、よくひろが
りたふれて蔓草のごとし。刺あり。
円 ， .p h u  
蔦
ツ
タ
四
寄生草
ヤドリギ
羅醇の類にてよく物にはひったふ故に ツタ」といふなるべし。秋は築
紅にそめて落るなり。またさらぬもあト。それは「キヅタ」といふ。すはち「藷」なり。
「蔦」は地上におひ出るものなれど、樹木によぢのぼりでは、さきざき
足をおろし、樹の膚にふみいれて、そこにでまた根をおろせば、もと 根はきりそこなはれでも、この草はかれず。故に「寄生」の名あるなの、家をうしなひて、外の家にすみて、人にかかりて世をすごすにたとへ
たるならん。又たねを樹の皮の内にのこしてそれよりおひ出るもあるべし。【 校 勘 】
O
もあり:・手稿本はもう一つ「もあり」あり。
女
羅
松
蕗
寄生草
サガリゴケ
四〔口絵〕
これ尤寄生の物なり。ふるき図面をみるに、松にはかならずこの草かか
れり。右の二物みな寄生の名あり。詩賦に「寄生草」といふは二物をおしこめていひけらし。なを女嘉を主とすべし 和歌には「やどり木の紅葉」てふ とありて、蔦を主とすべし。この外に「兎糸」てふも もあれど寄生の名なし。
およそ寄生に昔より二流あり。其ひとつは草本なり。「蔦」「女羅」是な
り。今ひとつは木本な 。桑の上におひたるを「桑寄生」とて薬に入なり。ちいさき物なれど木類な から橘に似て葉厚し。実もから橘のごとし。外の木にもおひ出ベけれと、それは「桑寄生」の名なし。この一流は生木」と名づけてよろしかるべきにや。又 の捷 とりて「桑寄生」と名づくるもあり。ひがごとなめり。「メシマコプ」といふが本名なり。肥前の女島より出る。さて木本は薬の外には用なし。詩歌の家にはひん しゃ
古詩に「蔦与女謹、施子松上」といへり。蔓延の物ならでは「施」とは
いふまじ。これにてよくわかっベし。ふるき詩伝 「蔦、寄生也」 見えたり。これ草本にてよく たれり さるを後 人また此をときわかたんとて木本もでかきみだしけ 。もろもろのあやまちみなかかる類なりけり。
梧
桐
アホニヨロリ
五
椅
アホギリ
二字にて一木の名なり。およそ物もて物をささへしとどむるを「支吾」
といふ。凡もて人の体を支吾する故、凡を名づけて「梧」といふ。「梧」につくりてよろしき「桐」なれば、其木を「梧桐」といふなり。もと 桐の種類なれば、「梧」の字をそへてわかっなめり。「梧桐」をわかちて二木とするはあしし。詩中に「碧梧」などいへるは略言なり。ここの論にはあづからず。
担
カ
ン
五
木理屈曲して裂がたし。故に寄幹とす。文罪人 械とす 其械を「カシ」
とも「カセ」ともよぶなり。木の名よ 出て械の名となれるか、械の名より転じて木の名となりし いづれならん。
この木類多し。木理よく通りたるもあり。まことの「担」にあらず。「木」
辺の「堅」はなき文字なり。
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垣
衣
苔衣
石
衣
コケゴロモ
青苔
コ
ケ
六〔口絵〕
これは常に庭にも石にもおふるこけなり。それが垣の上におひのぼり 、
きぬをきたるやうなるを 垣衣」といふなりけり。ふる人 詩に書たるはみなこれなり。陶弘景よりこのかた、ひとつ葉のやうなる草を「垣衣」と名づけて薬にいれたり。それよりしてこの名はみだれたり。
陶弘景より後の詩にも「苔衣随溜転」は梁元帝なり。「雨堵陰湿長苔衣」
は楊億なり。「雨多青合是垣衣」は陸亀蒙なり。地にあれば「苔衣」 い
ふ。垣にあれば「垣衣」といふ。其義一なり。も 。
石にあれば「石衣」といふ
葬
アサガホ
梼
同
六〔口絵〕
「葬」「僅」「牽牛」、みな「アサガホ」の名あり。朝に花を開て暮に萎み
落ることのおなじければにや。
「葬」は、今いふ「木芙蓉」なり。「地蓮」ともいふ。光彩は「僅」にま
されり。『詩』に美人をほめて、「顔如葬」といへる「撞」にはあらざるべし。「撞」は今の「ムクゲ」なり ふるくより歌によめるは「撞」と「葬」なりけり。「筆牛」もよみたれど、近き世よりのこと ぞ。「撞」にもいとうるは き花なるも はあれど、近き世のこと て、昔はなかりしとぞ問。
握新蝶
挺腸螺
ヰモリ
七〔口絵〕
トカゲヤモリ
守宮
この三物まぎれやすし。図にて考ふべし。
花かつみ
八〔口絵〕
世俗に「ヲカカキツバタ」といふ草あり。郷名にや。場師のみだりに名
をつけたるにでもあるべし。これ「花かつみ」なりとぞ。「あさかの沼の」
五月あやめのやうに屋にふくともいへり。この草なりとぞ。
とよめり。
「パレン」とはこの草の別名なるべし。軍器に「パレン」
り。まさしくこの草の形なり。
の指物てふあ
〔 以 下 、 『
1
おなじ」まで朱筆〕
或云、世に「花菖蒲」といふ草あり。是ぞ「浅香沼」なるべき。この花、
紫あり、白あり。およそは「おかかきっぱ」と一類にて、葉細く長くよく真の菖蒲に似たり。この説まさるべし。
この紫に数品あり。「カキツバタ」によく似たる紫あり。文彩もおなじ。榛
ササグリ
シバグリ
八〔口絵〕
「榛似栗而小」とは古よりの定説なり。陸疏に「宰粟叢生、大如梓子。
中仁皮子形色与栗無異」といへり。諸説の中にて、此よくかなへ 今、荒野山坂沙岸などに荊材料と雑は おふるものなり。故に地あれて道路のふさがるを「榛蕪」といふ。「荊榛」ともいふ
「ササグリ」とは「小栗」のこころなり。これにまた大小あり。やや大
なるは食品となる故に、古書つねに 榛」「栗」をならべたり。いたりてちいさき 、食ふにもたらず。土地の厚薄によりでなるべし ベちの物にはあらず。およそ「榛」の味は「栗」にまされり。
ベちに「ハシパ、、こといふ木あり。葉に鍛あり。実は「紐」のごとし。
刺殻なし。此は「柄」の字あたるべし。 は似もつかぬ物な それに「榛」の字をあてたるは大 あやまりなれど、そのあやま ももろこしよりとくわたり来りし。
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莱
シ
ノ〈
九
荒地にやがてもえ出るものなれば、すておきたる団地を「莱回」といふ。「闘草莱」てふ語もあり。この草一たびもえ出れば、日々にひろがり漸々
こなたに来る草なれば、「来草」てふ心にて「莱」とは名付けらし。
「シパ」に「芝」の字をあてたるはひがごとなり。「莱」を「よもぎ」
とよむもあらぬことなり。みなふるき謬にぞ。
蕪
九
荒地、廃宅、阪塘にいちはやくもえ出る草なり。この国にては名もなく、
人はただ草とのみよびていやしむ。
蔓脊の類に「 議円」あり。即「カブラ」なり。「カブラ」 葉よく「蕪」
に似たればとてなん、「蕪脊」の名をとりけらし。
おほくもえつらなる故、「平蕪」の称あり。「荒蕪」ともいふ よく道を
ふさぐ故、「榛蕪」の称あり。「莱蕪」ともいふ。
近俗、「蕪」の一字を「カブラ」とよむは、「蕪普」をはぶきていひなら
はしけらし。されど心ゆかぬわざなりや。
勢
雲
雀
ヒパリ
十
告天子
天鶏
天鶴
「天鶴」は『爾雅』に出たり。然るにこれを「天筒」といはばさらに趣
あらんを、「鶴」 誤文にゃあるらん。
「雲雀」もよき名なり。星局錫『食経』に見えたれば、唐の名なり。詩
賦などに見えざれば、やまとひトなりと思ふはひがごとにぞ。
賜鵡螺
フメツ
十
殻の顎鵡の烏に似たればぞ、
かくは名づけけらし。
「 不 滅 貝 」
と
よ
世
ぶ は 、
いかなる心にや。
われから
貝
貝光
コヤスガイ
十
もろこしのむかし、今の金銭のやうに亀貝を用ひたり。其貝これなり。
後には惣名となれども、もとは一物の名なり。
「ワレカラ」とは「破殻」のこころならん。外の物の殻のわれたるやう
にみゆればなん、この名をとりけらし。これを和歌にむすびて「われからなく」とつづけたり。海中の物なれば藻にすむ虫といひかけたるのみぞ。後の人、かならず藻の中にて鳴虫をとらへてこの歌 かんと るは、いとかたはらいたしゃ。「ワレカラ」は貝の名なるをしろしめさぬ故にこそ。
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藻
十
モ
其類あまたあるが中に、今ゃうのきぬの紋にすりたる「からくさ」てふ
ものこそ、まことの「藻」 りけれ。もと 唐織物よりうつしたれば「からくさ」とよぶなりけり。また其本を づぬれば、表服十二章の内の なり。今、河にも池にもおほくあり。もろこ にのみこの草あるにはあ ず賎が屋のよるの物にさでこの紋はあるなり。 かたじけなきわざなりや 。
偶鳥島
鶴 ヌ エ
ヨタカ
十二〔口絵〕
鵠
同
フクロウ
ヅ
ク
この三物いたりてまぎれやすし。諸説あやまりおほし。故に今かくさだ
めて図をたつるも、おこがましゃ。
高
フヂ
藁
同
藤
十三〔口絵〕
ー今の紫花・白花の「藤」、すなはち「高」なり。此外にもなを諸品あるべし。いにしへ「藤」の字なし。豪文もあらず。『詩』におほく「葛高」を詠ぜり 外の物と思ふはよろしからず。『本草』の説わろし。漢の末の郭瑛いへらく「江東人呼高為藤。似葛而盤大」。この言まことにあたれり。しかれば、「藤」とは呉孫権の時 りぞいひはじめぬらん。
「葛」「高」同類にて、「葛」は総名ともなれり。故に「葛」を「ふぢ」
ともよめり。今にても河内国葛井寺を「ふぢ井寺」とよぶなり。姓氏および郡邑の名も かることおほし。然れば、「藤」「葛」 て織たる布はいづれとわかちいふにおよぱず、みな「ふぢ布」なるべし。
「褐、毛布也」とは中古より定まりたることばなり。今まで異説なし。
然るに世中に「褐」をかりでもろもろ茶色なるもの 褐色 と ふ。また「茶褐色」 もいへり。 の「毛布」は獣毛もて織たる布、今いふ「ケドロメン」なり。織たる初には茶色なし。鼠色また赤らび 色は皆染色なり。是より疑はおこれ なり。「藤」「葛」もて織たる布は細なるを「締」
といふ。其次を「絡」といふ。あらきを「藤布」といふ。其品に上下はあれども織出たる時はみな茶褐色なり。「葛」の布なれば、其冠の草をさりてかたはらに衣をすわたらん文字はよき製なるべし。其字音の「カツ」をやはらげて「カチ」とよびたるもあしからず。故に、「褐」は「藤」「葛」の布に疑ひなし。「毛布」にはあらず。「褐」は至て賎き者の服なり。 藤「葛」を織たるままにて、きれはなり。「褐寛博」是なり。「衣褐懐玉」の語もあり。和歌にも「山人のふぢ衣」とよめり布の染色に「カチ」あり。これ褐色なり。茶のすこし黒みたる色なりし。
今やうは黒に過たり。
喪服の「ふぢ衣」といふもの、もとは上が上までかの山人の「ふぢ衣」
にてありけらし。後の世にぞ、麻布を薄墨にて染ることにぞなりけ しかかる疑ひを腹にたたみおきてほども く消うせむ露の身のはた に せん。 きつけおきなぱ、よく物をわきまへ らん人のかうがへくさにもやと思ふも、いとおこがま ゃ。 よそ此巻 かきつらね 大か 、しかなり。さきざきにはいはず。もし『本草』 ふ巻物を斧 ふりてきりたださんの心あらん人は、初よりみそなはすまじきことにこそ。
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【 校 勘 】
O
え ・ : 手 稿 本 「 ゑ 」 。
O
こ そ ・ : 懐 徳 堂 本 『 ぞ 」 。
穀
カヂ
椿
十三〔口絵〕
構
コウゾ
ユ フ
これは今の世に紙にすく木なり。いにしへはこの木皮をとりて布に織た
り。此を「自にぎて」といふは、麻布を「青にぎて」といふに対してなん。ならびに神に奉る時の名なり。常に人 服にするものゆで神にも奉る
り。神に奉るとてベちにつくるにはあらず。これに「木綿」の文字をあてたるは昔よりの謬なめり。「木綿」は「自民」とて外国にありし物なり。もろこしにもこの種おそくわたりぬ。ましてわが国に 「白髭」は入の国にて木の皮もて織たる物に 、其名を「木綿」といふと聞ひがみて、やがてわが国の「穀布」に一「木綿」の あてたるなめり のまどひは後までもとけ たしゃ。もし、こ 「木綿」の二字をすて 、唯「ゆふ」とのみいひたらば、さは ことなかるべし。
神のぬさはらひの「しで」「しめ縄」「たすき」、みなおなじ物なり。穀
皮の糸を織たる さらぬとのみ 「穀」はことに物をゆひくくるに便あり。故に「ゆふ」といふなり。「ゆふ」は「結束」の義なり。
「穀皮」のことは古書に多く出たり。「再貢」に「東夷奔服」といへる
もこのたぐひなるべし。人のよくしり れど、またしらぬもあるぺしゃとて、ひとつ たつ左にあぐ『古語拾遺』臼「令白神種麻以為青和幣。令天日鷲神以津咋見神穀木種殖之以作自和幣。」註云「是木綿也。」又日「令天富命率日鷲命之孫求肥壌地、遣阿波国殖穀麻種、其商今在彼園、当大嘗 年、貢木綿麻布。」上古は「穀」「麻」の二種のみを服とせり。故に神に奉るにも唯この二
種なりけり。「穀布」を「自にぎて いふ。「麻布」を「青にぎ 」といふ。「にぎて」並びに「和幣」とかきたり。其後、蚕烏いで来にければ、この島をも神に奉るなり。きぬを「にぎたえ」といふ。麻を「あ たえ」といふ。この頃よりや、 は幣 用ひぬにぞ。いにしへの「にぎてと後の「にぎたえ」とは其物おなじからず。唯其言のよく似 るより、人の惑の穿とはなれりける。そもそも古は青・自 もに「和」の字を用ゆ。
「穀」を冬服とし、「麻」を夏服とす。あまり精粗の級なきものなれば、
並びに「和」といへり。「和」は嘉名なり。稲を「嘉読」といふにおなじ。きぬ出来しより、麻布とは大に級ありければ、「和」をきぬのかたにとりさだめで、さて「和」に対して麻布を「荒」といふ。「荒」は粗なり。「和」は精なり。時々のいひご はかくもあるべし。
今にも穀布は土佐国にて織なり。四国の内はこれを用ゆ。名を「太布」
といふ。外の国にてはしらずぞあるら
「ゆふしで」は、穀の皮を裂て竹の末にゆひつけて塵を払ふ物なり。其
形は払子に似たり。世俗に用る「采幣 にも似たり。もとは常にも用る物なるべし。神社にては、みやっこども広まへに出んと はまづこの「ゆふしで」をとりてわが身を払ふ。垢識を去 身をきよむる心なるべし。今、神の御まへに杖の末 白紙 きりかけて「幣」とよぶ物あ これは昔「和幣」の変形なり。それにまた「ゆふしで」をあつらへつけて、みやっこの身を清むる姿は残 たれど、神に奉る物はな 。唯ねぎご を申時の手まさぐりになむ。世中のうつりかはる事はみなかかるたぐひなり。およそ今の物を本として古へをかたるは大なるひがごとに そ。今の紙は上古よりありなどいふ人も世にはありとかや。われらが凡智の ぬこ ぞ。ゆふしめ縄は穀の皮を縄になひて引はへたるのみぞ、むかしの姿なりけ
る。処々の物をむすびつけたる物に あらずかし。
「ゆふだすき」はいま竃屋につかへまつる奴埠の肩にかくる物とその形
はかはることなし。穀皮の糸を縄 ひて肩 かけ、袖を引あつむ なり。神供奉 時に用ゆ。斎誠にかかることなし。今は自民をたちて細き帯のごとく輸にまはして領にかけて放 もなし、祢ぎご をもする これを名づけて「ゆだすき」 いふ 火宅僧の輪袈裟に似たり。古へに聞も及ばぬ物にぞ。いかなるわざにやあらん、これら も神秘といふなればせむたなし。あやしの世や。
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世に「梶」といふ木あり。七夕の供に用ゆ。きぬの紋にもするなり。「梶」
はもろこしになき文字なり。「カヂ」とよむ、すなはち「穀木」なりとぞ。地名の「梶原」は「構原」のあやまりにでもやあらん。
「拷」は無文字なり。古歌にこれを「タク」とよむ。けだし是も「椿」
の靴文なるべし。「拷縄」とは椿皮をさきてつくりたる縄なるべし。
古歌に「あらたえの藤」とおほくよみつづけたり。「あらたえ」は麻を
本とすれ、藤葛の服も あらたえ」の名あり。然れば椿服 「 たえ」のうちなるべし。【 校 勘 】
O
髭・:原文では左を「畳」に作る。以下同じ。
O
き よ ・ : 懐 徳 堂 本 「 清 」 。
O
「拷」は無文字なり・:以下、手稿本は「花かつみ
重複削るベし・:」を隠す貼り紙の上に書かれている。後に書 足されたもの のでO
こ そ ・ : 懐 徳 堂 本 「 ぞ 」 。
あ ろ う 。すみれ
ゲンゲ
十
四
「スミレ」に二種あり。おなじく紫とはいへれど、花の色あかみがちな
るは、世に「ゲンゲ」といふ。古へ「スミレ」と みいひし 大かたは「ゲンゲ」なりけり。「春の野にすみれつみに」など おほくよめり。この花おほかる処は紫の雲にたとへたり。玉城の西北に「紫野」あり。こ 花おほかりしより名をと たるならん。つぽすみれ
十
五
これは、花のいろ、青みがちなり。花の下に腕あり。わらはベのすまゐ
とらする物なり。これも歌によめり。
著
/、
ギ
メ
ド
十
昔より「ハギ」に「萩」の字を用ゆ。文字の形は似合たるやうなれど、
ひがごとにこそ。もろこしに「萩」の字なきにしもあらねど、「椴」におなじく木の名なりけり。この草はいづこにも野山 おほきものなれど、かの国にてはこれをめづるこ な 。唯、古詩に「浸彼直著」と詠じたり。すなはち「ハギ」なりけり あつまりおほるも 故に「菅著」といへり。うらかたの「メド」てふ物も是なめり。喧著なれば、一むらうちきりても五十茎あるべし。ふときほそき心のままにひとしか べし。うらかたの用は数をかぞふる み。草の性によらねど、目 前にゑやすき草をとるべし。あながちにゑがたきものをかなたこなたたづねむやうなし。後 人はいづ
ー 63 -
くの山のおく、浜のくまにまこ 「メドハギ」なんあるとあらそひいふめり。いとかたはらい しゃ。
『古今集』の「めどにけづり花」てふこともあらそひの種にや。花瓶に
掌
花をさすに其かたぶき ふれぬやう とて を一束っかねて、かづらにてゆひ、まづ瓶の腹にいれおきて花を其聞にさす、是を「メド といふなり。茎の問自の通 ですきまあれば「メド」とい なり。然れば、「うらかた」の外 名にぞあ ける。今の世には藁をつかね 瓶にいるる、其名を「コミ といふ。便利大におとれり。昔やんごとなきあたり 仏名てふ斎会ある時はかならず「勢綜花」を仏前に奉ることなり。ことおはりて後は、其花をメドともにおろして、人 もてあそび物とす。『古今集』なる
は是なりけり。「けづり花」即「費綜花」なり。「天竺花」「胡枝花」などの異名はあたれるやいなやしらねども、皆後の世の郷名なれば、とまれかく ま れ 。【 校 勘 】
O
れ :・懐徳堂本は、もう一つ「れ」あり。
O
ねど・ :懐徳堂本は「ぬと」
に 見 え る 。
O
に ・ ・ ・ 手 稿 本 な し 。
略
蜂
キリギリス
十
ノ、
「コウロギ」はいづかたにもおほし。「キリギリス」にあらず。また「ハ
タハタ」をとらへて「キリギリス」といふもひがごとなめり。大和国には今もあり。「ヤマコウロギ」といふ。豊後国にては「キナヅツ」といふ。よくたたかふ。
このむし「コウロギ」より形大にて健なり。声高くしてよくすめり。荒
蘭
ユウガホ
十
七
およそ組組の類、大小によらず、白き花さくをおしなべて「夕顔」とよ
びて歌にもよむは近き世のことな いづれも夕がけて咲物なればさるべきことと思はるれど、はた、しからずかし。なべていづかたにもあるべきものにては、『源氏』夕顔の巻のことは通ぜず 土佐の絵、後藤の彫物を見よ。皆いにしへの「夕顔」にて 「組組」にはあらず。
古詩に「荒蘭」の実を「踊蝶」にたとへたる、即、「タがほ」なりけり。
実の末のとがりたるよりなりさがりたる形、「保鵬」によく似たり。また、
みつよつならびてなりさがりたる、「侃諜」によくかなへり。
この実食ふベし。故に世にも「丁子」「茄子」ともよぶ。旧解に「荒蘭」を-「羅摩」なりといふ。されど、「羅摩」の実をふたつ
にわれば舟のごとし。かつ 縞諜の形を見ず。かくては『詩』の比輿はあだ物にぞ。いと久しき謬なめり。
蛇
クチナハ
十
八
ハ エ
古書に「さばえなすあらぶる神」といふことばあり。五月は蛇のおほく
出て諸虫を食ふことの盛な 、「五月蛇」といひたるなり。縄を引はえたる形なれば、蛇は「はえ」の名あるべし。今、 の記録ども、皆、「五月蝿」と書たる故、人、皆、蚊蝿の蝿とおもへり。さて、解説みなみながへり。「蝿」は「蛇」の詩文なるべし。或は「縄 に似たる虫 りとて、「糸」をさりて「虫」をすえて蚊蝿には心づかざりしにや。又、古記に素葺烏尊の「天叢雲銅」の異名に、「天蝿斬銅」あり。かの八岐蛇を蚊蝿といふべきやうなし 蝿また飼もて斬ベき物にあらず
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媛
マムシ
ヘ ピ
十
八
ハ ミ
「ハ、、こも「ヘピ」も「反鼻」の転音なるべし。されど、今は「ヘビ」
はこの類の総名となれり。
たけ短かく、尾の末ふとく、刀にてうちきりたらんやうなるこそ、まこ
• 
との岐にてぞありける。今の世はこのゑらびなき故、薬に効なし。
【 校 勘 】
O
ぞ :・懐徳堂本なし。
水
蝿
カハタラウ
カハツハ
十九〔口絵〕
河
童
いづこにもあるものなれど、ことの外、足はやくて人にとらるることま
れなり。「河辺に児を篭にとられし」といふは大かたはこの物なりけり。九州には殊におほし。【 校 勘 】
O
かた :・懐徳堂本「形」。
【参考】これに対応する『左九羅帖』の画は、懐徳堂本と中之島本で違う。後者は以下の『河童図」による〔中之島本に以下の貼り紙あり(手稿本、慎徳堂本なし)〕享和辛酉水戸浦所捕河童図
当六月朔目、水戸滞より上げ候河童、丈三尺五寸余、重サ拾武貫目有之候。殊之外、形より重く御座候。海中にて赤子の鳴声彩敷いたし侯問、猟師の船にて乗廻り 得ば、海の底にて 故、網を下し候へば、いろ ろの芦仕候。夫よりさ 網を引
-
廻り候へば、鰯網の内へ拾四五疋入申候、おどり出、おどり出、逃申候。船頭ども棒かひ杯にて打候へば、ねばり付、一向にかひ杯きき不申候。その内 壱疋、 の中へ飛込候故、とま杯押かけ、其上よりたたき打殺し申候。其節までやはり赤子の鳴声致申候。河童の鳴声は赤子の鳴声同様に御座候。打殺候節、鹿をこき申 誠に湛がたきにほひにて船頭杯後 煩ひ申候。打候俸かひ杯青くさき匂ひいまだ去り
-
不申候。尻の穴三つ有之 。惣体骨なき様に見得 鹿の音はいたさず すっすっと計申候。打候得ば、首は胴の中 八分程入申候。胸かた張出し脊む の如くに御座
候。死し骨首引込不申候。当地にて度々捕へ吟此度上り候程、大きなる重きは只今迄上り不申候。珍敷侯間申進候。
巳
上
【校勘】*『日本随筆大成』『大国南畝全集』との異同を示す。O上 げ ・ : 「 上 り 」 。
O
下 し ・ : 「 下 し 申 」 。
O
引 廻 り : ・ 「 引 廻 し 」 。
O
打殺 :・「打殺
し 」 。
O
り ・ : な し 。
O
見得 :・「相見へ申候」。
O
得 : ・ 「 へ 」 。
O
張:・「強」に見える
が、『日本随筆大成』『大田南畝全集』により改める。
O
死 し 侯 ・ : 「 死 候 て 」 。
。
捕 へ 候 ・ : 「 候 へ 共 」 。
斎背
ヨモギ
十
ヨモギ
おなじく「ヨモギ」とよベども、其葉細く毛のごときは「苦」なり。そ
の葉、菊に似たるは「斎」なり。ならびに種類多し。この二物、形状分明にしてまぎるることなきを、臭気のよか ぬを似たる処となしてや 昔よりたとへにも「粛」「昔」をつらねあげたり。然るに『本草』諸書に出たる異名には、斎類に「青」の名あり。膏類に「粛」の名あり。混乱はなはだし。今にて いかがすべき。唯この二物を心 くわきまへて異名に欺かれぬぞよかるべき。
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麹 瓢
フクベ
廿
査
瓢
フクベ
萌
虚
大小によらず、甘きは「瓢」なり。食ふベし。故に文、「瓜」に従ふ。
苦きは「鞄」なり。食ふべからず。物をいるる器とするのみ。故に文、「包」に従ふ。この義をよくわかちなば、外の諸品みな従ひて二つにわかるべし。【 校 勘 】
O
器、日間 :・懐徳堂本は両者とも同じ崩し字(器
0・1
瓜
ナウリ
廿
ウ
リ
「瓜」はこの類の総名なれども、もとは一物の名なり。むかし煮果、蜜
葱、皆この一物なりし。後の世に、「甜瓜」「越瓜」「冬瓜」の類あまたいで来て、菓食は「甜」、煮食は「冬」、華道は 」とさだまりぬるより、「ナウリ」は食ふ人まれなり。七夕乞巧実に「ナウリ」を供する例もあれど、味よからずとて、やがてすてやるべし。かたいなかの「甜」「越」なき里などは、「ナウリ」をうゑて煮菓にも華道 も 唯この一物を用ること昔のごとし。「ナウリ」と 菜瓜」てふこころなるべし。外の菜ならぬ「甜瓜」「西瓜」等に対し 名づけらし。この物、煮食 冬 に及ぱず、菓食は「甜」に及ばず、蓋殖は「越」に及ばず。 の三不及はあれども、一物にて諸食をかねそなふるは、其功大に過たりといふベし。民食の益おほし。もろこしも、しかぞありける。『斉民要術』 「瓜」とのみひしは、みな「ナウリ」なりけり。たまたまに 漢 ともいひし。これは「越瓜」「胡瓜」に対していひ出たるなめり。ふるき名にはあらず後の世の人は「甜瓜」をま との瓜なりとおぼひて 園風「七月」よりじめてもろもろふるき文に疑をおこして人の口腹も古今のかはりあ などいふめり。井 内の蛙のこころばえなるべ 。
【 校 勘 】
O
づ ・ : 懐 徳 堂 本 「 付 」 。
な
き
葱
ヒトモジ
ネブカ
廿
ネギ
「キ」はこの類の総名なり。この物ことに菜食によろしき「キ」なりと
てなん、「ナギ」とは名づけけらし。
根の白く肥たるを賞して「ネギ」といふならん。又、しろき根をふかく
おろしたるを賞して「ネブカ」といふな ん 皆俗名なり。こなき
一 十 一 一
胡葱
アサツキ
「小葱」のこころなるべし。形いとちいさくて、うゑわたしたるも根浅
き故にや、「アサツキ」の名あり。「浅葱」のこころ るべし。皆俗名なり。
また、「喜葱」あり。俗名「ギヤウジヤニンニク」、また「ラツキヤウ」
とよぶ。よく似たる物なり。やや根の肥たるのみぞ、これをも「コナギ」とよびけるにや。
ある人いはく、この二名は「蓮」なり。「喜葱」にあらず。
いとまぎれたることのみにて、さだめではいひがたし。
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これらは、
存菜
亦
ジュンサイ
尊
廿四
いにしへの「存菜」は今の「尊菜」なり。 に古今あれど、其実は一な
り。「存」といひ、「尊」 いふ、この草の名なり。菜食によろしきものゆへ、「菜」の字をそへてよぶなめり。古説 は「存」を「接余」なりとい
へり。「接余」は「アサザ」といふ草なり。「奪」に似て葉に散あり。滑なし。食ふべくもあらずかし。菜の名はあるまじきことにこそ。
衆菜に秀たる「奪」なればにや、関睡の詩、これをかりて淑女をしたひ
もとむる心をのべたり。食ふべきゃいかがと思ふほどの「接余 を、いかでしたひもとめむやは。『爾雅』などふるき文なれど、したがひがたきこ
のみにかぎらず。
とおほし。「存」
牡
婿
ヲキガキ
廿五
フタミガキ
食品の摘、二種あり。大なるを「牡塘」といふ。肉の形、
に似たり。味はお れり。この殻、薬用に入。
ハマグリの肉
雄
嘱
カ
キ
廿
五
ちいさきを「カキ」と みいふ。肉の形、ちいさき烏賊に似たり ・味厚
し。いづかたにでも賞玩する物なり。こ は「雌嘱」 名づく し。すでに「牡構」の名あれば、必、「雌婿」あるべし。この物こそ、まことによくかなひけれとてなん。あまねく文をかうがへみるに、いかにぞや、あらず。この 雌嬬 はこたびはじめでふかうどのたてまつるなりけ
この雌摘は五穀をうゆるがごとく、人の手をそえておほしたてた 物な
り。海中には岩につき、かさなりあひたる嘱あり。これ雌摘の自然生なり。肉ややさらにちゐさく て味はいとよし。されど、其海ちかき所ならではいと得がたし。故にここには はず。
珠
母
廿六
これ真 をうむ貝なり。ことごとしく図に出すべきことにしもあらねど、
はたしらでまどふ人もすくなからねば、わが家にたくはえたる三種をかきのせたるなり。大ふたつはもろこしのなり。小ひとつはわが国のなり。
珠はもと殻の中にはらみて、ふとりまろくなりて後、殻をはなれて肉
入ものと見えたり。【 校 勘 】
O
ふとり・ :懐徳堂本「ふとく」に見える。
やまぶき
ツ ワ
廿
七
歎冬
「ヤマブキ」は「歎冬」の和名なりけり。山野におのづからおひ出て、
「フキ」に似て圃菜にあらずとてなむ、「山葵」とは名づけけらし。世俗に「ツワ」とよぷなり。「フキ」と「歎冬」はよく似たる草なれば、『本草』のあやまりもいで来にけ 歎冬 はいつまでも葉の枯ることなし。冬の寒きにもますますさかゆれば、「冬をよろこぶ草なり」と なん、「歎
冬」とはよびけらし。「フキ」も冬の内よりもえ づれど 、其前にひとたび葉の枯るなれば、よろこぶ心はあるべからず。
人里に植たる「欺冬」は冬の内に花咲おはるにぞ、むかしより山吹を春
ながめしにたがへりとてなん、かの謬は出くめり。山中にお からおひ出たる歎冬には春二三月のころ花さくあり。花も葉もすべて色まさ り。花の茎に岐あり。今、諸国におほくあり。
昔より歌によめる「ヤマブキ」はみな「歎冬」なりけり。「井手の玉川」
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もしかなり。今はあやしの物をうえたりと開。
今の世の「山吹」てふ草は「様裳」といふものなりとぞ。花の木の名を
ふたつあはせてひとつの草の名とせしもあやしけれど、かっこれを「操業」にさだめおきて「歎冬」にわかっぞよき。
「様業」は「フキ」に似たる処なし。唯、花の黄なるのみぞ、それさへ
花の形こよなうかはりたり。人の国よりわたり来たる物にこそ、人里遠き野山におのづからもえいづることなし。いと近き世の のな 問
羅山先生の「長噺子に答へし文」とて、人の家にあり草木烏の名までく
さぐさいひあらそへるが中に「山吹」あ 「この文字は歎冬よし、酷醸わろし」など、こまか のベ るに、「操業」はよしともあしともかつていひもおよばず。然れば「様裳」のわたりこしはこの人々より後のことになむ。二百年にはたらずかし。
葵
三茎草
技
福草
蕗
フ
キ
アフヒ
サキクサ
廿八
「葵は百菜の主なり」と『広雅』にいひし。「公儀休抜葵」および「放
馬」「衛足」など故事多し。『斉民要術』 も種葵法あり。菜食の料に地を耕しておほく蒔種る事をいへり。
『神農本経』に葵を 部に載たりしを、『網目』を作りし人、思ひあや
まりて、「葵は菜にあらず、食ふべき物かは」とてなん、けづりすて 。さて、湿草の部なる 笥葵 を古の葵な と ぼひたり。
およそ木の名、かたはしに「木」をそへたる文字あるは其本名にぞ有け
る。其文字の上にさらに氏を加へたるは 必、ペちの木なり。かりで名をつけたるのみ。其木の本名にあらず。たとへば「楊」とは本名 り。それ
• 
に氏を加へて「黄楊」「白楊」「垂楊」といへば、ベちの木をかりで名をつけたるなめり。本名にはあらず。草の名もまたしかなり。草なる文字にさらに氏を加へたるは、必、本名にあらず。かの「萄葵」 どいふ草は菜にはあ ねども、葉の形のすこし似たればとてなむ、 葵」の字をかり氏をそへて名とせしなり。それを本名と心ゑてみだり るわざのいで来たるり。唐詩に「松下清斎折露葵」といひしは、露にまみれたる葵をとりて鰻にいれたるをいふなり。これをさへに思ひたがへて「露葵」てふ名をたてて一草をかま たり。それ ては「清斎」 かかることなし。何の めに葵を折けるにや。後の人 いふ者はかかるあさま きもの ぞ 其後 人はまた其言 たがはじとうちまもりでさらにまた後の人をまどはすらめ。
賀茂の「あふひかづら」は葛の類にて葉の形のすこし葵に似たればとて
なん、「あふひかづら」とよぶなりけ 「葵 心ばえある葛」といふこころなるべし。それを歌 おほく めれば、「あふひ」と みもいふなりわが国の人はまことの葵なりとこれをおぼひた やまと、もろ 、境ははるかにへだてれど、後の人とだになれば、大か はおなじこころ うまれいでぬるぞ、あやしきや。
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『綱目』をつくりし人ら‘「人の口腹にも古今あり」といひしはおのが
あやまちをしらで、其答を口腹にかづけた なり いとかたわなりや。
『網目』に菜部の「葵」は削りたれど、まことは引ぬきて湿草部の「歎
冬」にあはせたり。其形状を ベたるに、一人の言は「葵」なり、一人の言は「歎冬」なり。よくあひたるやあらずや。
『和名紗』に、雀再錫の『食経』を引て、蕗を「フプキ」とよめり。「フ
ブキ」とは「フキ の音ののびた な べし。『楚辞』にも「葺蕗雑子鹿」といへり。然れば「蕗 も俗字に らず。
この草おひつらなりたるころは、家の軒端をふきならべたらんやうにな
ん。されば「フキ」とは名づけけらし。その「フキ」に文字をあてて、「富貴」と書たれば、まことにめでたき草なりと思ふベし。富貴は人の福なり。「福」の音「フク」また「フキ」の義にかよひたれば「福草」ともよびけらし。「福草」を「サキクサ よめり。「サキ」は「サチ」なり。これは文義をとりていふ げにも さき草のみつぱょっぱ」に よくかなひぬベし 。冬の半にもえいづるに、ひともとに葉は必、みつあり。初め二葉いでて
後、其二葉の間よりまた一葉出る。人 一葉を摘ば、のこり二葉の間 りまた一葉いづる 三葉の数は長くかけず。久しくつむ人なくば、四にも玉にもなるべけれど、みつなん、其常なるべし。茎ひ つに葉ひとつ れば、「三茎草」と名づけしもむべしこそ。むかし「三茎草」をたてまつりし人にコニ枝部連」の姓を賜はりしもこの草なるべし。茎と枝は、もと、かはりはあれど、あひかよはしていふめ ご枝の蓮」 一枝の灯 など から歌の常なり。「神祇令」に三枝祭あり 義解 にコニ 花もて酒樽をざる」といへり。冬枯に草木の花のまれなる ろなれば、この草の花なるべ し 。
〔行間〕又按ずるに四葉いづれば古葉は萎み枯て必三葉となる。然れば、
三葉はこの草の性なるべし。「三茎草」の名よくあたれり。
今、姓氏に「三枝」と書て「さいくさ」とよめり。これは「サキクサ」
のよこなまりなるべし。むかしはいかがよみけん、 らず。
この草、日にむかひては葉をたれてわが根をおほひかくして日影にあて
ず、日にしたがひてかたぶきめぐる故に「向日」のほまれあり 「衛足」ともいへり。こ にて「アフヒ」と名づけたるは 「逢日」のこころなるベし。さらば、歌によみ ずじうたふにも「逢日」のごとよみけら 。今は「青井」のごとよむなり。歌の心にもかなはず。よこな りにあらずや。
【 校 勘 】
O
を ・ : 手 稿 本 「 の 」 。
O
ゑ : ・ 懐 徳 堂 本 「 得 」 。
O
と :・懐徳堂本はこの後に
「 は 」 あ り 。
O
の : ・ 懐 徳 堂 本 「 れ 」 。
O
書 : ・ 懐 徳 堂 本 「 か き 」 。
O
い ・ : 懐 徳 堂 本 「 ゐ 」 。
O
む か ひ : ・ 懐 徳 堂 本 「 む か ゐ 」 。
O
し た が ひ : ・ 懐 徳 堂 本 「 し た が ゐ 」 。
蓬莱山
富士山
フ
ジ
廿
九
博
山
不二山
これはわが国の富士山のから名なりけり。 し周の季のみだれたるこ
ろにや、海中をこぎわたるものの見出したるにや、東海の中に「蓬莱」「方丈」「温洲」の三神 あり。仙人 すむ山にて不老不死の薬のおひ出るなど、あだしことをいひさわぐ。まことはひとつ山な をしらで、山のみつかさなりそびえたりとおぼひて「三山」 いふなりけり。げに遠き海よりあふぎみるなれば、さは思ふべし 山の姿もふもとにて見るとは大ひにかはるべし。山ふと ろ 青みわた を、「よ ぎ」「しぼ」 おつらなりたるに ぞらへて「蓬莱山」とはよびけらし。左右を「方丈」「温洲」と名づけしこころはしりがたし。さて の三山をから歌に 文 もかき流したるは、わが国にて富士の畑をよみそめしより、はるかに前のことなりける。秦の始皇帝の時、方士にみこと りして、かの薬 もとめさせけるに、年をへて帰りまうで来て、奏し まう く、「臣ら、か 神山を目が て舟をこぎよせて嶋にあがれば うき世の人に 見えじとや、この山するすると海の中に沈み たづぬ くも らず。舟にかへり 沖に漕出れば、もとのごとくみゆ またゆ ば、また沈む。いく度も なじさまなり。これまたく臣ら戒行のっ なきにこそ」となむ。いつはり ほき方士なれど、またくよしも きことを くりいでたる しもあらず。遠ければ
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みゆ、近ければ物にさはりてみえぬといふことはりをさしおきて「海に沈む」といひけんは、いとおかしくこそ。人皇第七代孝霊天皇の御宇にゃあたりぬらん。この時に「富士」てふ名はありしやあらずや。漢武帝の時にもかの薬をもとめさせけり。其後、世々のおごれる帝たち、もとめざるはなかりき。唐玄宗の時には楊貴担のことにつけて「蓬莱仙宮」をそらごちける。また「三島 てふ がごとも でくめり。其外のくさぐさは、波にみだるるもしほ草、かきあっむべくもあらずかし。いでや、かかるめでた
$ 
き山の御名を しづきまいらせて、「蓬莱の嶋」 てむくつけき鬼のすむ海のあなたのさかいなりと、世にいひさはぐこそい 口おしけれ。
もろこしに「博山香炉」とて名高き宝器ありけり。梁昭明太子のいとお
しみたまひし物とぞ。これは玉もでつくれり。其かたちは後の世ま も・つつしったへたれば、それをみたりしに すなはち富士山の姿なりけ みつのみねの間より香の姻のくゆり出るやうにゑりすかした ひ つの名は「富士山埴」といふ。また「不二山埴」ともい と物に見えたり。これは、昔のごとおぼろげにはあらで、海中よ よく見さだめでつくりけらし。さればこ 山をはるかに名づけて 博山」といひける こそ げ はたばりひろき山なれば、この名もむベなりや
わが国なる山を目にもみぬ国にてめでさはぎ、さまざま名をたてたるを、
ここにては用ひだにせぬは、いとこころうしゃ。山の恥にもゃなりなましを。さらば今よ は「よもぎ山」 いひて よろし・かるべし 「よ ぎがみね」もあしからじ。「ひろ 」も「ひろね」 「神山」も、 でや、世
てふことをよく味はひて、まぐさか
中の歌人よ、「われ 古へをなす」る践のことの葉をむげにはら すてたまふまじく そ。
〔行間朱筆〕『万葉集』東歌に「天の原ふじの柴山」と読たれば、蓬莱の名もむかしは知たる人ありしにや。「しば」の本字は「莱」なり。「柴」
はあたらず。「しぱ山」
てふもよき名なり。
【 校 勘 】
O
たづぬ:・懐徳堂本「たづね」に見える。
0
まいらせて:・懐徳堂本「ま
ゐ ら せ て 」 。
O
み ・ : 懐 徳 堂 本 「 見 」 。
【参考】履軒手製の博山香炉がある(『懐徳堂センター報』二
OO
五 、 口 絵 参 照 ) 。
扶桑木
十
これはいとめづらしき大木なりけり。もろこしより見えしといふは波路
はるかに隔たれど、朝日のさしのぼるほど、日輪の中に木の技のうちなびきて日の見ゆるなりけり。いかなる木とはしるべきゃうはなけれども、枝のすがたの桑 似 ばとてなん、「扶桑」とは名づけけらし。「扶」とは枝のならびたちてうち びきたるをいふなり。されば、わが国をも「扶桑」とぞよびたる。文字にも「東」は「木」の中に「日 あり。日ののぼりて空あきらかなるを「果」といふ。「 」の上に「日」あり。夜いまだあけず、空くらきを「杏」といふ。 木 の下に「日」あり。いづ も扶桑木によりていふなめり。さらば、昔、黄帝 時、倉韻てふ者の文字をつくりはじめしころより、この木 はやくさかへしげりけらし。天地 ひらけはじめし時、やがて た葉をひらきける ぞ。およそ古物名物は人 めるものなるを、かかる古物名物は、世にまたならぶ物 なかるべし。こ木のくちたふれたるは、いつのころなりやし 人なし。
日輪のみならず、月輪のうちにも、秋の半に月のいづるを、呉会のあた
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りよりうちながめば、まさしく東にあ るべし 梢はいよよあざやかならん。これも扶桑 りとはおもひ らず、おりふし桂の花さ ころに あれ
ぱ、月の中にも桂ありとて、さまざまにあだしごとをとりそへたる、皆ひがごとにぞ。
「景行天皇紀」目、十八年秋七月辛卯朔甲午、到築後国御木、居高田行宮。時有
あさしものみげのさをぱし
僅樹、長九百七十丈駕。百僚路其樹而往来。時人歌日「阿佐悉毛能漏概能佐烏磨志ま内っきみいわたらすもみけのさをばし魔幣菟香弥伊和移羅秀暮滞開能佐烏磨志」。愛天皇問日「是何樹也」。有一老夫対日「是 歴木也。嘗未僅之先、当朝日庫、則隠杵島山。当夕日峰、覆阿蘇山也」。
*本
天皇日「是樹者神木。是国宜号御木国也」。【校勘】以上『日本書紀』に見える(ふりがなは湯城)。
O
「庫、覆」・ :原文では
両字の間に「亦」あり。
O
是:・原文では「是」の前に「故」あり。
O
御木国也・:
原文「也」なし。右の文にておしはかる 、この時、巡幸の為に行宮をつくるとて、人ら地をゑらびて、こ 僅木の側にたてたるは、僅木に伺て延道とし修築の労を省きたるならん。「御木」てふ名は行幸ありて後に名づけたまひを前に出したるにて、よむ人まどひもぞする。かか ことは古き文の常な
っかさ
りけり。【 校 勘 】
O
右の文にて
1
古き文の常なり:・手稿本では、この部分は「右の文かみし
もおちかへ てことのこころたしかならず・:(解読不能):・今これを訳して左 いふなり。景行天皇十八年の秋:・(以下の朱筆部分)・:栂橋とて歌によみける」を貼り紙で隠した上に書かれている。懐徳堂本はそれに続けて、朱筆で以下 う ある。懐徳堂本が竹島貸山による写本である証拠と言えよう。〔 朱 筆 部 分 〕
貸山云、以下数語素属子蛇足。原本側之、甚可惜失。今更拾之、読者勿惑。景行天皇十八年の秋巡幸ましまして筑後国高田の里にいたらせたまうける。この処に大なる僅木あり。みかどおどろきおぼしめして、この処の父老をめしてたづねさせ給ふ。父老答へて奏すらく「この木いまだ倒れざりし時、朝日には木影杵島をさしかくし、夕日には阿蘇山をさしおほひけるとかたり伝ふるとなん。」みかどふかくめでおぼ て「この は神木なり。みだりになぎりそこなひそ」とてなん、御木と名づけ給ふ。すなはち、この処を御木固とさだめ給ひ、やが 木をふみてのぼりくだりたれば これをみけの棒橋とて歌によみける〔朱筆部分ここまで〕
『紀』に「歴木」とかきて「クヌギ」とよめるは、いとおぼつかなしゃ。
この木はまさしく「樟」なるものを、今その根 けづりでみるに「樟」香あり。天下に大木となる木は樟なりとは南華の文にも見えたり。
今、この木の跡は、筑後国三池の側、高和泉村にあり。「三池」は「御
木」の転音なり。このあたりにては、この木 高田の ヲラピ楠」とよぶ。また、「大楠」ともいふ。ここの田の名を「上高田」「中高田」「下高田」とであひならぴたり。昔の名 残りたるにぞ。 あたりは木 残て、今に土中をはひわたれ 井をうがち、池を掘に、この根にさ りてほりゑぬこと多しとぞ。今ある池溝などは、 の根おほくさし出たるみゆ。にも中高田は昔大楠のたてりし処とぞいふ。
「ヲラピ」は「さけぶ」の方言なめり。地上に風ふかぬ時も天つ空には
風あるものなり。この枝葉 かく雲容に入たれば 常に風を受るゆへにぞ、よるひるなく、轟々と声あれば、かくは名づけけらし 木まことは「樟」なり。「樟」と「楠」はよく似たるものなれ。むかしより「楠」 クス」
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とよめり。すこしたがひたることにはあれど、かっしたがひて「楠」の字を用ベし。
むかし、信濃園、その原のふせ屋にては、ははき木をみるといへり。こ
の「答木」も「扶桑」なめり。この処、地のたかきのみならず、西にむかひて山々のさはりなく、遠く見とほさるるなるべし。外 処よりは山の端にさはりて見えぬにや。ここにでも山ふかくわけいりてたづぬれば見えずとなむ。はるけき道のほどなれど、夕日落かかりて西より扶桑を照せば、木影あま雲にうつろひでお ろげにははきのやうになん、ここよりは ゆるにぞありける。あきつむしの尾の北 まがれるとぢめ れば遠 とてもさしもあらずかし もろこしより みゆる扶桑なれば疑ふべくもあらず。そもそもその木を「扶桑」と名づくることは 景行天皇のむ しより今の三池の民くさまで、年は千とせを過ぬれど、人はひとり いはざりけ 。今かくかうがへ だめつる 、なには江の浪 ただよふふかうどでふゑせおのこにぞありけ 。あなおこがましゃ、か ましゃ。【 校 勘 】
O
掘 : ・ 懐 徳 堂 本 「 堀 」 。
O
ははき木・:懐徳堂本「き」なし。
O
まがれる
:・懐徳堂本はこの後に「に」 。【参考】扶桑の大木については、履軒に「扶桑匝記」(『弊帯続編』)が、竹山に、和文の「扶桑木説」と漢文の「扶桑考 とがあ また、山片崎桃『夢の代』巻四「歴代第四」にも同様の内容が見える。その他、大阪大学図書館懐徳堂文庫には「扶桑木板」
g g H ¥
諮 問 由
¥ M g )
が あ る 。
「 扶 桑 木 板
水哉館遺物」と書かれた五七個×二
O ω
の桐箱に黄色い麻布(おそら
く)に包まれて保存されている。板は縦五七畑、横一七四、厚さ一四で、
一 角 が 欠
けているが、いずれの面も刃物で裁断されている。縦 三 に割れており 接着剤で付けようとした跡が見える。黒ずんだ色をしており 硬い 質であり、ケヤキで
あろうかと思われる。板に文字や加工は施されていない。竹山「扶桑木説」に、脇子善から養老二年創建の仏堂の柱を贈られたとあるのはこれか。
〔以下、補編〕
右の巻にのせやせまし、のせずやあらましと思ひしばかりのことどもを、紙の末のあまりたれば、またかゐつくるなり。蛇の足にもや。
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中なる虫は、すなはちこの貝の肉なりけり。外より入たる物にあらず。
日和よき時は波の上に浮びて、おのれ殻の口にまたがり、脚を左右におろしてろかいとなし、頭をそびやかして帆となし、海上をはしる。この虫は「章魚」によく似たればとてなん、殻を「章魚舟」とは名づけしなるべし。
穀
( 補 足 )
*面なし。〕
「構」のことはすでに「穀」の下に見えたり。それにいひのこしたること
あれば、ここにいふなり。今、世俗に「梶」の字あり。「カヂ」とよめり。地の名に「梶原」あり。氏ともなれり。七夕の具に「提葉」あり。端午節に角黍を提葉もてつつむことあり。されど「梶」はなき文字なり。この葉またく「構」なれば、「構」の詩文 るべし。 穀 と同物なり。飯餅類、もろもろ 食物をむかしはおほく木葉に盛 けらし。今、神事または農家の儀式にかかることの残り ことおほし 「梶」はもとより り。およそ葉の広く、物を盛に便ある物は、皆「カシハ」と名づけて用ゆ。杉柏松などは枝ながら用ゆ。それをはなれで 、唯、「柏」のみを カシハ」とよみてこの木 名とせり 柏 ことさらこの用に便あ ものなればにや。され まことの名にはあらず。
「柏」はヒノキ。木名なり。「カシハ」とは「藷葉」の義なるべし。「藷」
は「カス」 もよめり。「シク」と よめり さ 「カヂ は カシ」の転音なるべし 今にては、「構」「柏」二木の名を「シ」 「チ」と でわかちたるにぞ。世のならはしはかかることおほし
「拷」は「構」の類なるべし。「拷」は「山樗皮厚一寸 もろこしの
文にもみえたり。
いにしへ
「拷会」あり、
「タクフスマ」とよめり。拷皮
を績て織たる会なるべし。穀布のたぐひにぞ。然れば「海士のたく縄」とよみたるは拷皮もて造たる縄にてぞあるべき。【 校 勘 】
O
懐徳堂本は、「と」の後に「の」がある。
橘
* 固 な し 。 〕は漢名なり。「たち花」は和名なり。「ミカン」は郷名なり。わが
国にもとより生たるは「柑」のみなりし。後に外国にもとめて植たるは「橘」なり。「時じくかくのこのみ」などはこれをほめていひたることばなり。「ミカン」とは 蜜柑」の心もて名づけたるにぞ。けだし、「柑」 似ていとあまし。密の味ありとてなん、かくよび し にて、「蜜柑」てふこのみは、もろこしにもなきものを、このくさぐさの名につけて「蜜 はベちの物なり。「橘」 あらず。薬に入 ももろこし 「橘」ならでは、などいふものおほ くすしは何事もくすしめきたりや。いままた「柑」に似たるに小きこのみにたちばなの名をおびたるも あ 。それは山賎のつけたる名にもやあらん いといひかひなし。
「 橘 」
- 82 -
【 校 勘 】
O
も ・ : 懐 徳 堂 本 な し 。
〔手稿本、中之島本にはこの後、二枚の画がある。
ヨモギとツバキか?〕
*本稿は、平成一八年度武田科学振興財団杏雨書屋研究奨励費の成果の一部である。
(大阪府立工業高等専門学校助教授)
